
 
「令和 8年熊本地震速報会」を開催しました（2026/7/31） 

 
テーマ：災害緊急調査、速報会、令和 8 年熊本地震 

会 場：オンライン（Zoom）および YouTube Live 同時配信 

URL：https://irides.tohoku.ac.jp/event/event_jn/detail---id-6343.html 

https://irides.tohoku.ac.jp/research/prompt_investigation/20260728kumamoto-eq.html 

 

 災害科学国際研究所では、国内外で大規模な災害が発生した際、迅速な情報収集や解析、

情報発信を行うとともに、得られた知見をみなさまにお伝えする速報会を実施しています。

2026 年 7 月 28 日に発生した「令和 8 年熊本地震」を受け、7 月 31 日に「令和 8 年熊

本地震速報会」をオンラインにて開催しました。 

速報会の冒頭では、越村俊一所長（災害ジオインフォマティクス研究分野）が被災された

方々へのお見舞いを述べ、「災害研が持つ研究力を総動員して地震のメカニズムなどを明ら

かにし、その結果をできるだけ早くみなさまと共有することが私たちの役割である」と開催

の趣旨を説明しました。続いて、各分野の研究者が最新の知見を発表したほか、被災地にあ

る熊本大学の竹内裕希子副学長と田中尚人准教授にご登壇いただき、発災以降の対応や現地

の最新状況などについてご報告いただきました。 

 

【プログラム】 司会：森口 周二 教授（計算安全工学研究分野） 

1. 開会挨拶 

越村 俊一 所長（災害ジオインフォマティクス研究分野） 

2. 地震発生場と余震活動 

遠田 晋次 教授（陸域地震学・火山学研究分野） 

※代理発表：福島 洋 教授（防災コミュニケーション学分野） 

3. 地殻変動観測 

福島 洋 教授（防災コミュニケーション学分野） 

4. 地震動特性 

  大野 晋 准教授（地震工学研究分野） 

5. 令和 8年熊本地震における建物被害の初期整理と現状把握 

  榎田 竜太 准教授（地震工学研究分野） 

6. マルチモーダル被害解析 

  マス エリック 准教授（災害ジオインフォマティクス研究分野） 

7. 文化財レスキュー 

  蝦名 裕一 准教授（災害文化アーカイブ研究分野） 

8. 熊本県内医療機関被災状況と医療対応 

佐々木 宏之 准教授（災害医療国際協力学分野） 

9. 二度目の熊本地震に際して－災害から四日目の大学人として 

竹内 裕希子 熊本大学副学長、大学院先端科学研究部 教授 

田中 尚人 熊本大学大学院先端科学研究部 准教授 

 

 今回の速報会には、Zoom および YouTube Live の同時配信を通じて、延べ 770 名の

方々にご参加いただきました。当研究所では今後も多角的なデータ収集と分析を進め、被災

地支援に全力で取り組んでまいります。 

 

文責：佐藤 正則（広報室） 

（次頁へつづく） 



 

 
冒頭で挨拶する越村所長 

 
福島教授の発表 

 
大野准教授の発表 

 
佐々木准教授の発表 

 

 


